
 

総
会
で
は
冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
急

逝
さ
れ
た
増
田
憲
司
朗
会
長
に
対
す
る

黙
祷
を
捧
げ
、
大
村
栄
一
会
長
代
行
（
副

会
長
）
の
挨
拶
の
後
、
今
年
度
の
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
当
た
っ

て
は
、
事
務
局
か
ら
新
会
長
に
西
雅
寛

副
会
長
を
推
薦
す
る
と
と
も
に
、
新
旧

の
役
員
に
よ
る
新
体
制
で
こ
れ
を
補
佐

し
て
い
き
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、
満

場
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。
ま
た
会
務
報

告
、
会
計
報
告
な
ど
そ
の
他
の
議
題
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
新
幹
事
長
に
陰
山
正
敏
さ
ん 

新
役
員
に
は
、
副
会
長
に
大
村
栄
一

氏             氏
（
留
任
）
、
石
川
禮
一
郎
氏
（
前
幹
事

長
）
、
金
原
壮
治
（
前
会
計
）、
幹
事
長 

に
陰
山
正
敏
氏
（
前
副
幹
事
長
）、
会
計

に
小
長
谷
建
夫
氏
（
新
任
）、
会
計
監
査

に
増
田
悦
男
氏
（
前
副
会
長
）
の
新
役

員
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
西
雅
寛
氏 

     

西
新
会
長
、
来
賓
の
田
辺
静
岡
市
長

の
挨
拶
要
約
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

   

増
田
前
会
長
が
逝
去
さ
れ
、
改
め
て 

前
会
長
の
素
晴
ら
し
い
人
間
性
と
本
会 

に
対
す
る
貢
献
の
大
き
さ
に
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
後
任
に
私
の
よ
う
な
若
輩
が
耐

え
ら
れ
る
か
少
々
不
安
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ベ
テ
ラ
ン
役
員
の
方
々
等
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
責
務
を
全

う
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

早
稲
田
に
は
高
等
学
院
時
代
も
含
め

大
学
、
マ
ス
タ
ー
と
九
年
間
在
籍
し
て

お
り
、
母
校
を
愛
す
る
気
持
ち
は
誰
に

も
負
け
ま
せ
ん
し
、
地
域
に
お
け
る
本

稲
門
会
の
存
在
意
義
も
充
分
承
知
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。 

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
参
加
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
会
員
の
皆
様
方
の
人
生
の
充
実
化

や
地
域
の
発
展
に
一
層
寄
与
で
き
る
こ

と
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
皆
様
方
の
当
会
へ
の
更
な
る
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 「
早
稲
田
の
栄
光
」
で
会
も
最
高
潮
→ 

                           

平
成
25
年
度
静
岡
市
稲
門
会
総
会
が
５
月
10
日
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
・
ブ
ケ
・
ト
ー 

カ
イ
で
開
催
さ
れ
、
新
会
長
に
西
雅
寛
氏
（
昭
和
47
年
卒
）
が
全
会
一
致
で
選
出
さ 

れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
他
新
役
員
も
決
定
し
、
本
会
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

西
雅
寛

新
体
制
発
足 

25
年
度
総
会 

  

こ
ん
ぺ
き 
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昭
和
47

年
理
工
学
部

大
学
院
卒
・
協
立
電
機

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
協

立
電
機
取
締
役
社
長 

 

し
な
や
か
で
強
固
な 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
に
貢
献 

 
 
 
 
 
 
 

西
雅
寛
会
長 

 



 

祝 

辞 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
期
待 

田
辺
信
宏
静
岡
市
長 

 

 
 
 
 
 

（
昭
和
60
年
政
経
卒
） 

増
田
前
会
長
の
ご
遺
志
を
継
が
れ
、

静
岡
市
稲
門
会
が
地
域
貢
献
の
理
念
の

も
と
本
総
会
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。
私
た
ち
の
静
岡
市
も
今
年
で

清
水
市
と
の
合
併
10
周
年
、
再
来
年
に

は
政
令
都
市
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
新

た
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
様
々

な
世
代
や
職
種
を
繋
ぐ
本
会
の
よ
う
な

存
在
は
大
変
貴
重
で
す
。
益
々
本
会
が

発
展
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担

っ
て
下
さ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。 

 

総
会
記
念
講
演 

 

岩
崎
清
悟
氏
、「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

最
新
事
情
」
を
語
る 

 

総
会
に
引
き
続
き
静
岡
ガ
ス
会
長
、

県
経
営
者
協
会
長
の
岩
崎
清
悟
氏
（
44

年
法
卒
）
が
、
原
発
の
停
止
、
円
安
等

の
厳
し
い
環
境
に
あ
る
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
沸
く
米
国
に
比
し
、

国
際
価
格
競
争
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な

い
日
本
の
課
題
を
最
新
の
資
料
を
も
と

に
分
か
り
易
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

映
像
で
偲
ぶ
故
増
田
前
会
長 

 

志
村
Ｏ
Ｂ 

貴
重
な
思
い
出
を
披
露 

３
月
26
日
に
急
逝
さ
れ
た
増
田
憲 

    

◇
早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
恒
例
の
早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
が
７

月
26
日
、
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島

屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

稲
門
会
、
三
田
会
両
会
長
の 

挨
拶
の
後
、
早
速
に
も
校
歌
・ 

塾
歌
の
斉
唱
。
乾
杯
に
続
き
和 

や
か
な
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。 

 

進
行
は
こ
れ
も
恒
例
、
慶
応 

の
お
祭
り
男
、
増
井
一
之
さ
ん
。 

軽
妙
な
司
会
と
、
応
援
指
導
部 

リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア
ガ
ー
ル
達
の 

元
気
一
杯
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

で
、
会
は
一
気
に
盛
り
上
が
り 

ま
し
た
。 

当
稲
門
会
か
ら
は
53
名
の
校 

司
朗
前
会
長
を
偲
び
、
生
前
の
写
真
を

正
面
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
と
と
も

に
生
涯
の
友
人
で
も
あ
っ
た
志
村
禎
宏

氏
（
33
年
政
経
卒
）
が
、
前
会
長
の
高

潔
な
人
格
を
表
す
い
く
つ
か
の
思
い
出

話
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

    

友
が
参
加
。
今
年
か
ら
伴
侶
同
伴
が
可

と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
で
夫
婦

参
加
は
西
会
長
夫
妻
の
み
。
来
年
は
皆

様
ご
同
伴
で
ど
う
ぞ
。
ち
な
み
に
ど
ち

ら
か
が
稲
門
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

 
 

          

秋
野
三
田
会
会
長
と
握
手
す
る
西
会
長 

◇
華
や
か
に
応
援
合
戦 

草
薙
で
東
京
六
大
学
野
球 

 
 

     

       

８
月
31
日
、
県
営
草
薙
球
場
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
、「
東
京
六
大
学
野

球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
in
静
岡
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
み
合
わ
せ
は
「
早

稲
田
、
慶
応
、
明
治
」
連
合
軍
対
「
法

政
、
立
教
、
東
京
」。
始
球
式
は
田
辺
信

宏
投
手
（
静
岡
市
長
）
対
川
勝
平
太
打

者
（
県
知
事
）
と
、
と
も
に
稲
門
同
士

の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
各
校
選
抜
現

役
選
手
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦
に
、
ス
タ

ン
ド
埋
め
た
１
万
２
千
人
の
観
衆
が
沸

き
ま
し
た
。 

25
年
度
事
業
和
や
か
に
展
開 
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入
籍
し
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
大
学

の
建
築
史
研
究
室
で
出
会
い
ま
し
た
。 

現
在
は
義
父
の
経
営
す
る
大
瀧
建
築
事

務
所
で
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。 

趣
味
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
ま
す
が
、

共
通
の
も
の
は
や
は
り
建
築
に
関
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
一
緒
に
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
互
い
交
遊
を

広
げ
他
の
人
た
ち
か
ら
も
多
く
の
も
の

を
吸
収
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
稲
門
会
は
色
々
な
方
々
に
出

会
え
る
素
晴
ら
し
い
場
で
す
。（
千
絵
） 

        
 

早
慶
ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で 

     

田
辺
信
宏
・
亮
子
夫
妻 

（
昭
和
60
年
政
経
・
62
年
文
卒
） 

            

在
学
中
は
キ
ャ
ン
パ
ス
も
違
い
、
出

会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

卒
業
後
、
私
が
市
議
に
な
り
た
て
の
時

に
共
通
の
恩
師
の
紹
介
で
知
り
合
い
ま

し
た
。
恩
師
は
私
の
ゼ
ミ
の
教
授
で
し

た
が
偶
然
に
も
妻
の
サ
ー
ク
ル
の
顧
問

で
し
た
。「
田
辺
君
も
こ
れ
か
ら
マ
ス
コ

ミ
の
人
と
交
流
が
大
切
に
な
る
だ
ろ
う

か
ら
」
と
言
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
勤
務
だ

っ
た
妻
の
名
刺
を
下
さ
い
ま
し
た
。
結

婚
し
て
21
年
、
私
の
趣
味
は
音
楽
鑑
賞

に
読
書
に
万
年
筆
。
妻
は
フ
ラ
メ
ン
コ
。

バ
ラ
バ
ラ
で
す
（
笑
）。
し
か
し
政
治
活

動
は
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
じ
志
を
持
っ
て
歩
ん
で

い
け
た
ら
幸
い
で
す
。（
信
宏
） 

 

   

学
部
（
文
学
部
美
術
史
科
）
も
ク
ラ

ブ
（
早
大
交
響
楽
団
）
も
同
じ
で
し
た
。 

             

金
婚
式
で
の
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

入
学
し
た
の
は
同
年
な
の
に
、
卒
業
は

な
ぜ
か
私
が
２
年
遅
れ
て
い
ま
す
。 

結
婚
し
て
50
年
、
先
日
金
婚
式
を
や
り

ま
し
た
。
共
通
の
趣
味
は
今
で
も
音
楽
。 

真
澄
が
バ
イ
オ
リ
ン
、
私
が
フ
ル
ー

ト
で
仲
間
た
ち
と
演
奏
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
真
澄
は
東
京
生
ま
れ
で
す
が
、

今
で
は
私
以
上
に
す
っ
か
り
静
岡
人
で

す
。（
安
任
） 

 

 
 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 

◇
早
慶
麻
雀
大
会
成
績 

（
９
月
20
日
、
麻
雀
荘
駅
南
） 

団
体
優
勝
＝
早
稲
田
大
学 

個
人
成
績
＝
一
位
・
福
石
政
行
氏
（
早

大
）、
二
位
・
西
村
予
史
男
氏
（
慶
大
）、

三
位
・
平
尾
清
氏
（
慶
大
）、
Ｂ
Ｂ
・
増

田
悦
男
氏
（
早
大
） 

◇
早
慶
ゴ
ル
フ
大
会
成
績 

（
10
月
20
日
、
菊
川
Ｃ
Ｃ
） 

団
体
優
勝
＝
早
稲
田
大
学 

個
人
成
績
＝
一
位
《
グ
ロ
ス
１
０
６
、

ネ
ッ
ト
７
０
》
陰
山
正
敏
氏
（
早
大
）、

二
位
《
グ
ロ
ス
８
５
、
ネ
ッ
ト
７
１
．

８
》
坂
部
孝
一
郎
氏
（
同
）、
三
位
《
グ

ロ
ス
１
０
８
、
ネ
ッ
ト
７
６
．
８
》
山

口
敦
氏
（
慶
大
） 

 
校
友
紹
介
（
今
回
は
同
門
の
ご
夫
婦
を
ご
紹
介
し
ま
す
） 

 
 

出
逢
い
は
大
隈
銅
像
前
（
？
） 

稲
門
夫
婦 

  

大
瀧
敬
久
・
千
絵
夫
妻 

 
 

（
と
も
に
平
成
21
年
理
工
卒
） 

 
 
 

 

大
石
安
任
・
真
澄
夫
妻 

 

（
昭
和
38
年
卒
・
昭
和
36
年
卒
） 

秋の園遊会に招かれ赤坂御苑で。 



   

大
学
リ
タ
イ
ア
し
益
々
多
忙 

 

小
和
田
哲
男
さ
ん
（
昭
41
教
卒
） 

 

静
岡
大
学
を
退
官
し
、
少
し
は
時
間

的
余
裕
が
で
き
る
か
と
思
っ
た
そ
う
で

す
が
、
執
筆
や
講
演
、
は
た
ま
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
番
組
出
演
な
ど
で
一
層
多
忙
の
小

和
田
哲
男
静
岡
大
学
名
誉
教
授
。
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
の
は
、
講
演
で
地
方
を

回
り
一
泊
し
た
時
な
ど
、
そ
の
地
の
城

跡
を
巡
っ
た
り
す
る
ひ
と
時
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
に
地
の
料
理
と
地
の
酒
が
あ

れ
ば
、
心
身
共
に
癒
さ
れ
る
と
か
。 

       
 
 

講
義
の
前
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

報
道
部
に
配
属
、
奮
闘
の
毎
日 

 

入
口
鎌
伍
さ
ん
（
平
22
ス
卒
） 

 

テ
レ
ビ
静
岡
勤
務
の
入
口
さ
ん
。
東 

   

京
六
大
学
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
で
は

事
業
部
と
し
て
活
躍
。
こ
の
秋
か
ら
報

道
部
に
配
属
に
な
り
、
取
材
記
者
と
し

て
毎
日
が
勝
負
の
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

日
々
だ
そ
う
で
す
。
休
日
に
は
近
所
の

喫
茶
店
で
雑
誌
を
読
ん
だ
り
し
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
。
ま
た
日
頃
は
友
達
や
同
僚
と

お
酒
を
飲
む
な
ど
し
て
活
力
を
得
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

    

平
和
外
交
の
証
を
訴
え
続
け 

 

金
両
基
さ
ん
（
昭
31
文
卒
） 

 

県
立
大
学
や
常
葉
大
学
で
の
教
育
・

研
究
活
動
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
後
も
、

比
較
文
化
学
者
と
し
て
講
演
や
執
筆
活

動
、
学
会
へ
の
出
席
な
ど
で
大
忙
し
の

金
両
基
先
生
。
歴
史
的
価
値
を
訴
え
続

け
て
き
た
朝
鮮
通
信
使
に
関
わ
る
活
動

は
、
地
域
を
巻
き
込
み
継
続
中
で
す
。

韓
国
文
化
勲
章
な
ど
も
綬
章
さ
れ
た
先

生
の
研
究
の
お
か
げ
で
清
見
寺
へ
は
韓

国
か
ら
の
視
察
団
等
も
よ
く
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
や
登
山
（
昨

年
は
富
士
山
に
登
頂
）
で
心
身
を
活
性

化
さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

                    

社
会
人
一
年
生
を
爆
走
中 

渡
辺
真
衣
さ
ん
（
平
成
25
文
構
卒
） 

 

仕
事
（
東
京
海
上
日
動
）
は
徐
々
に

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
独
り

立
ち
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
、
努

力
の
毎
日
だ
そ
う
で
す
。
友
達
と
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
旅
行
や
音
楽

で
元
気
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
。
目
標

は
ま
だ
な
い
よ
う
で
す
が
、
き
っ
と
す

ぐ
に
見
つ
か
り
ま
す
よ
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                

忙
中
有
閑 

多
忙
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
心
安
ら
ぐ
時
は
？ 

新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。 

◇
平
成
26
年
２
月
７
日
（
金
）
午
後
６
時
受
付
、
６
時
半
開
会 

 

◇
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
・
ブ
ケ
・
ト
ー
カ
イ
（
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
前
） 

会
費 

男
性
５
千
円
、
平
成
18
年
以
後
の
卒
業
生
及
び
女
性
４
千
円 

ご
夫
婦
（
ど
ち
ら
か
が
稲
門
で
可
）
７
千
円 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

・
静
岡
市
稲
門
会
初
め
て
の
試
み
で
す
。
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
で
も 

あ
り
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
予
定
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

申
込
み 

同
封
の
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
１
月
20
日
ま
で
に
投
函
下
さ
い
。 

 
 

《
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
》 

 
 

・
静
岡
市
稲
門
会
報
「
こ
ん
ぺ
き
」
第
一
号
が
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
、 

 
 
 

Ｏ
Ｇ
諸
兄
諸
姉
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
 

・
経
費
削
減
の
た
め
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

地域の行事に朝鮮通信使 

正使役で参加 

 

基本的には毎日元気 

いっぱいです。 

忙しい時も笑顔

で頑張ります。 


